
☆
石
阪
孝
二
郎
著

「
朝
鮮
信
使
来
朝
帰
帆
官
録
」
出
版

慶
長
よ
り
明
治
に
至
る
約
三
百
年
間

の
岡
方
惣
会
所
の
古
文
書
の
一
部
で
あ

る
「
朝
鮮
信
使
来
朝
帰
帆
官
録
」
を
郷

土
史
家
石
阪
孝
二
郎
氏
が
丹
念
に
書
写

解
説
を
添
え
た
復
刻
出
版
記
念
会
が
三

月
十
五
日
、
天
安
閣
に
て
行
な
わ
れ
た

川
辺
賢
武
、
藤
木
喜
一
郎
、
石
阪
氏

実
弟
竹
中
郁
、
古
文
書
刊
行
委
員
会
代

表
荒
木
敏
三
氏
ら
と
共
に
、
民
族
服
の

チ
マ
・
チ
ョ
ゴ
リ
姿
で
出
席
さ
れ
た
在

日
大
韓
婦
人
会
の
丁
閏
仙
、
李
珠
栄
夫

人
、
韓
国
領
事
館
の
前
星
溶
氏
の
祝
辞

は
、
百
余
名
の
出
席
者
に
多
大
の
感
激

を
与
え
た
。
本
書
（
実
費
二
千
円
）
の

希
望
者
は
石
阪
孝
二
郎
氏
（
弱
１
７
７

６
６
）
ま
で

１
１０７
１

﹇
鈍
戸
Ⅲ
崖
小
仙
岬
玉
川

ほ
の
か
な
気
の
配
り
が

嬉
し
い
ス
タ
ン
ド

皿
海
好
郎
八
神
戸
商
業
高
校
教
諭
Ｖ

「
初
め
て
キ
ャ
ン
テ
ィ
に
き
た
と
き
、

ピ
ン
と
ぼ
く
に
合
う
な
と
思
っ
た
ん
で

す
よ
。
狭
い
な
か
に
も
奥
行
き
の
あ
る

構
え
と
、
ゆ
と
り
の
あ
る
ム
ー
ド
、
と

な
り
の
人
と
お
し
ゃ
べ
り
で
き
る
し
、

マ
ス
タ
ー
の
ほ
の
か
な
気
の
配
り
は
い

い
で
す
ね
。
グ
ラ
ス
と
洋
酒
の
ハ
ー
モ

ニ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
し
、

ス
タ
ン
ド
好
き
に
は
最
高
。
ま
た
ス
タ

ン
ド
の
中
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
と
れ
て

い
て
嫌
味
が
な
い
で
す
よ
」

☆
元
町
マ
ー
ブ
ル
ス
ク
エ
ア

完
成
祝
貿
会

元
町
三
丁
目
が
三
月
三
十
日
、
新
し

く
〃
マ
ー
ブ
ル
ス
ク
エ
ア
″
の
美
し
い

舗
装
道
路
を
完
成
さ
せ
、
よ
り
ハ
イ
セ

ン
ス
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ス
ト
リ
ー
ト
へ

と
イ
メ
ー
ジ
・
チ
ェ
ン
ジ
し
た
。

当
日
は
、
は
な
や
か
な
オ
ー
プ
ン
行

事
が
、
三
田
明
サ
イ
ン
会
や
似
顔
絵
大

会
、
花
の
プ
リ
ン
セ
ス
や
ミ
ス
神
戸
、

海
の
女
王
な
ど
の
パ
レ
ー
ド
、
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
な
ど
は
な
や
か
に
く
り
ひ
ろ

げ
ら
れ
た
。

完
成
祝
賀
会
に
は
、
神
戸
市
の
狩
野

助
役
を
は
じ
め
百
名
ち
か
い
人
々
が
お

祝
い
に
か
け
つ
け
、
元
町
マ
ー
ブ
ル
ス

ク
エ
ア
の
完
成
に
祝
杯
を
あ
げ
た
。

○
号
回
騨
国
威
①
①
】

☆
キ
ャ
ン
テ
ィ

コ
ー
ナ
ー

ら

⑤
。
門
昌
⑦
門

榊
晴
夫

神
戸
・
生
田
区
北
長
狭
通
一
二
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
八
詔
Ｖ
３
０
６
０

洋
酒
の
店
キ
ャ
ン
テ
イ

ハ
ゴ
ー
ロ
コ
ヰ
ー
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と
で
、
ほ
と
ん
ど
が
エ
レ
ガ
ン

ト
な
ロ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
。

河
原
秀
子
、
ヘ
レ
ン
・
ヒ
ギ

ン
ス
、
上
仲
快
枝
、
小
田
淳
子

加
藤
史
子
、
小
松
礼
子
さ
ん
等

の
一
流
モ
デ
ル
が
次
々
と
披
露

す
る
約
六
○
点
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
、
洗
練
さ
れ
た
シ
ル
エ
ッ

ト
、
シ
ッ
ク
な
色
あ
い
の
新
し

い
エ
レ
ガ
ン
ス
を
表
現
。
い
ま

注
文
す
る
と
、
九
’
十
月
に
か

け
て
、
パ
リ
か
ら
直
送
さ
れ
る

国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
シ

ス
テ
ム
で
、
大
好
評
の
内
に
シ

ョ
ー
の
幕
を
閉
じ
た
。

騨蕊蕊

百
店
会

シ
ョ
ッ
プ
ト
ピ
ッ
ク
ス

☆
婦
人
服
飾
の
店
ベ
ニ
ヤ
の
事
務
所
が

三
宮
交
通
セ
ン
タ
ー
ピ
ル
８
階
に
移
転

し
ま
し
た
。
Ｔ
Ｅ
Ｌ
⑬
５
５
８
５
．
６

☆
元
町
一
丁
目
、
ネ
ク
タ
イ
の
元
町
バ

ザ
ー
が
店
舗
改
装
の
た
め
、
元
町
商
店

街
山
側
仮
店
舗
に
て
営
業
中
。
何
か
と

不
便
な
点
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

☆
初
夏
の
強
い
日
ざ
し
か
ら
目
を
守
る

た
め
、
ま
た
装
い
の
ポ
イ
ン
ト
に
、
サ

ン
グ
ラ
ス
は
い
か
が
で
す
か
。
神
戸
眼

鏡
院
、
服
部
メ
ガ
ネ
で
は
、
す
て
き
な

オ
シ
ャ
レ
サ
ン
グ
ラ
ス
を
大
量
に
入
荷

色
・
型
と
も
に
豊
富
で
す
。

☆
ビ
ー
ル
の
お
い
し
い
季
節
で
す
。

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
は
§
月
９
日

よ
り
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
を
オ
ー
プ
ン
ノ
．

時
間
は
５
時
１
９
時
ま
で
。

☆
ビ
ヤ
・
ホ
ー
ル
一
一
ユ
ー
ト
ー
キ
ョ
ー

の
〃
ビ
ー
ル
ま
つ
り
〃
が
４
﹇
月
即
日
ｌ

坐
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
の
絵

皿
は
日
本
洋
画
壇
の
重
鎮
、
田
村
孝
之

介
画
伯
の
筆
に
よ
る
も
の
で
、
大
変
好

評
を
得
ま
し
た
。

☆
さ
ん
ち
か
風
月
堂
喫
茶

ル
ナ
・
ピ
ナ
コ
テ
ィ
カ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

新
谷
露
紀
氏
の
絵
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
イ
タ
リ
ア
風
景
が
６
点
。
期
間
は

５
月
未
日
ま
で
。
さ
ん
ち
か
へ
お
出
か

け
の
際
に
は
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

☆
ト
ア
ロ
ー
ド
、
瓦
煎
餅
の
亀
井
堂
本

家
が
万
博
記
念
煎
餅
を
発
売
中
。
．

☆
同
じ
く
和
洋
菓
子
風
月
堂
が
万
博
会

場
出
店
を
機
に
万
博
記
念
ゴ
ー
フ
ル
を

一
発
売
し
て
い
ま
す
。

☆
さ
ん
プ
ラ
ザ

４
月
朋
日
オ
ー
プ
ン
／

つ
ね
に
は
な
や
か
な
息
吹
き

を
見
せ
る
神
戸
の
中
心
地
、
三

宮
に
新
名
所
〃
さ
ん
プ
ラ
ザ
″

が
４
月
記
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

あ
ら
ゆ
る
機
能
を
そ
な
え
た

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ゾ
ー
ン
と
し
て

百
店
会
メ
ン
バ
ー
か
ら
も
多
数

出
店
。
コ
ヤ
マ
カ
メ
ラ
、
大
上

鞄
店
、
婦
人
服
飾
の
セ
リ
ザ
ワ

ド
イ
ッ
菓
子
の
ユ
ー
ハ
イ
ム
、

洋
装
の
マ
ス
ャ
、
コ
ト
ブ
キ
の

サ
ラ
ダ
ハ
ウ
ス
、
宝
飾
の
田
崎

真
珠
、
ブ
テ
ィ
ッ
ク
芸
夢
、
瓦

煎
餅
の
亀
井
堂
本
家
、
以
上
九

店
。各

々
の
店
内
は
機
能
的
な
レ

イ
ア
ウ
ト
で
統
一
さ
れ
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
通
路
は
プ
ロ
ム
ナ

ー
ド
と
し
て
の
効
果
も
満
点
。

４
階
に
は
四
百
台
収
容
の
大
駐

車
場
が
設
置
さ
れ
、
車
で
の
買

物
も
可
能
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の

楽
し
み
が
さ
ら
に
増
え
た
。

☆
ジ
ャ
ン
・
パ
ト
ゥ
ー
・
ブ
チ

ッ
ク
・
コ
ー
ベ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
／

去
る
三
月
二
十
日
、
ジ
ャ
ン

・
パ
ト
ゥ
ー
社
日
本
総
代
理
店

ブ
ラ
ン
ド
ウ
ブ
ラ
ン
商
事
が
、

神戸百店会
だより

蕊 ☆
優
雅
な
サ
ノ
ヘ
・
キ
ャ
ピ
タ

ル
・
フ
ェ
ア
ひ
ら
く

四
月
六
・
七
日
、
北
野
ク
ラ

ブ
に
お
い
て
、
舶
来
服
飾
雑
貨

の
サ
ノ
ヘ
が
、
七
○
’
七
一
年

秋
冬
も
の
フ
ラ
ン
ス
・
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
・
シ
ョ
ー
を
ひ
ら
い
た

”
○
＆
の
局
・
勺
討
時
満
○
口
・
闇
』
ロ
‐

酉
○
局
．
○
琶
巳
○
口
①
。
ｐ
の
の
四
局
ず
Ｈ
①

社
な
ど
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
、
ス
ー

ツ
、
コ
ー
ト
、
パ
ン
タ
ロ
ン
な

ど
は
、
パ
リ
か
ら
到
着
し
た
ば

か
り
／
も
う
ミ
ー
ー
は
終
り
、
ミ

デ
ィ
、
マ
キ
シ
の
時
代
と
の
こ

北
野
ク
ラ
ブ
階
上
に
ジ
ャ
ン
・

パ
ト
ゥ
ー
・
ブ
チ
ッ
ク
を
ひ
ら

い
た
。白

い
大
理
石
に
囲
ま
れ
た
明

か
る
い
ウ
ィ
ン
ド
ー
に
は
、
オ

ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
・
ジ
ヤ
ン
・

パ
ト
ゥ
ー
が
創
り
出
す
オ
リ
ジ

ナ
ル
プ
レ
タ
ポ
ル
テ
や
ネ
ク
タ

イ
、
ス
カ
ー
フ
、
香
水
Ｊ
Ｏ
Ｙ

な
ど
、
パ
リ
の
気
品
と
伝
統
を

伝
え
る
品
々
が
き
れ
い
に
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
さ
れ
て
い
る
。

コ
ラ
ル
北
野
で
、
神
戸
の
街

並
を
眺
め
な
が
ら
の
食
事
の
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
た
あ
と
、
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
め
る
エ
レ

ガ
ン
ト
な
お
し
ゃ
れ
な
ブ
チ
ッ

ク
で
す
。

８

０
１
８
１
０

L
,

、

、

北野クラブのジャン・パトー・ブチック

北野クラブで開かれたサノヘジヨー

磯
１
１０９
１

’

=

冬

苧

睡

: ＃

霞

議霧鍵蕊蕊蕊蕊

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



在
予
定
。
目
下
準
備
と
制
作
に

追
わ
れ
て
多
忙
を
き
わ
め
て
い

る
津
高
画
伯
だ
が
、
体
質
的
に

あ
う
ブ
ラ
ジ
ル
の
政
府
要
請
と

あ
っ
て
情
熱
を
か
た
む
け
て
い

る
。ま

た
目
下
大
阪
船
場
ビ
ル
の

十
号
館
地
下
一
階
キ
ャ
ロ
ッ
ト

の
一
六
ｍ
の
壁
画
制
作
も
あ
り

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
活
躍
を
続

け
て
い
る
。

☆
き
ん
つ
ば
祭
り

店
頭
で
み
か
け
た
大
き
な

〃
大
き
ん
つ
ば
″
こ
れ
は
〃
元

祖
高
砂
き
ん
つ
ば
″
元
町
三
丁

目
の
本
高
砂
屋
が
、
新
し
い
き

ん
つ
ば
数
種
の
新
発
売
に
先
が

け
て
開
い
た
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
る
。
普
通
サ
イ
ズ

の
き
ん
つ
ば
の
何
個
分
あ
る
か

を
お
客
に
当
て
て
も
ら
っ
て
、

当
選
者
即
名
に
は
万
国
博
の
入

場
券
を
進
呈
す
る
と
い
う
し
く

み
。
当
日
は
、
粋
な
文
語
調
の

「
号
外
」
を
セ
ン
タ
ー
街
な
ど

で
配
る
な
ど
、
祭
り
ム
ー
ド
を

盛
り
あ
げ
れ
ば
、
会
場
に
展
示

中
の
大
き
ん
つ
ば
の
前
で
は
、

お
み
や
げ
用
の
買
物
を
す
る
奥

さ
ま
や
、
勤
め
の
合
い
間
に
立

ち
寄
っ
た
人
、
子
供
連
れ
の
夫

婦
な
ど
が
集
ま
っ
て
「
百
だ
／
，

二
百
だ
／
・
」
「
僕
は
あ
の
大
き

ん
つ
ば
の
方
が
い
い
／
」
と
各

々
勝
手
な
こ
と
を
云
い
合
っ
て

い
た
。
期
間
中
、
元
町
本
店
二

階
及
び
神
戸
そ
ご
う
地
下
に
は

き
ん
つ
ば
茶
屋
が
設
け
ら
れ
、

甘
党
フ
ァ
ン
の
人
気
を
集
め
て

い
た
。

☆
故
小
倉
千
尋
の

陶
芸
を
集
約
す
る

陶
芸
「
小
倉
千
尋
」
の
刊
行

津高画伯

誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動

☆
コ
ー
ル
サ
イ
ン
は
Ｊ
Ｏ
Ｐ
Ｅ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
八
神
戸

市
葺
合
区
御
幸
通
八
丁
目
九
’

一
国
際
会
館
四
Ｆ
Ｖ
は
、
四
月

六
日
初
め
て
Ｆ
Ｍ
放
送
の
電
波

を
持
っ
た
。
コ
ー
ル
サ
イ
ン
は

『
Ｊ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
』
。
八
六
・
五
ヘ

ル
ツ
、
出
力
五
百
ワ
ッ
ト
。
開

局
に
は
、
金
井
知
事
、
宮
崎
市

長
、
砂
野
川
重
会
長
、
作
家
の

陳
舜
臣
氏
が
「
兵
庫
県
の
未

来
」
を
語
っ
た
。

番
組
は
、
月
ｌ
土
は
五
時
五

五
分
’
六
時
迄
一
一
ユ
ー
ス
、
月

ｌ
金
は
、
八
時
三
分
’
十
分
ま

で
お
知
ら
せ
。
火
Ｉ
金
の
午
後

六
時
’
七
時
迄
は
暮
し
の
話
題

が
、
佐
原
純
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に

よ
っ
て
、
デ
ィ
ス
ク
ジ
ョ
ッ
キ

ー
で
兵
庫
県
内
を
通
信
部
は
結

ん
で
話
題
を
放
送
。
六
月
中
旬

か
ら
は
、
木
曜
○
時
十
五
分
’

一
時
迄
「
い
こ
い
の
ひ
と
と

き
」
。
土
曜
日
の
午
後
三
時
’

五
時
ま
で
は
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
か

ら
セ
ミ
ク
ラ
シ
ッ
ク
迄
の
「
リ

ク
エ
ス
ト
ア
ワ
ー
」
で
、
ハ
ガ

キ
で
リ
ク
エ
ス
ト
曲
を
申
込
め

ば
い
い
わ
け
だ
。

ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局

は
、
ト
ア
ロ
ー
ド
の
北
野
小
学４

丘
“
署

校
東
に
新
庁
舎
を
建
設
予
定
。

（
神
戸
市
生
田
区
中
山
手
通
二

丁
目
六
三
）
Ｒ
Ｔ
Ｅ
放
送
も
可

能
と
な
っ
て
「
ス
タ
ジ
オ
一
○

二
」
の
テ
レ
ビ
放
送
な
ど
も
神

戸
か
ら
話
題
を
全
国
に
放
送
で

き
る
。六

大
都
市
神
一
戸
に
し
て
は
い

が
い
に
遅
ま
き
の
感
も
あ
る
が

「
ロ
ー
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

さ
せ
た
い
」
と
局
で
は
い
き
ご

ん
で
い
る
。

☆
津
高
和
一
画
伯

ブ
ラ
ジ
ル
で
個
展

本
誌
で
お
な
じ
み
の
津
高
和

一
画
伯
が
、
五
月
二
十
日
頃
ブ

ラ
ジ
ル
へ
十
年
ぶ
り
に
出
発
。

今
度
は
、
リ
オ
の
近
代
美
術

館
と
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
近
代
美
術

館
で
約
半
月
づ
つ
個
展
が
開
か

れ
る
た
め
。
ま
た
サ
ン
パ
ウ
ロ

の
総
合
大
学
で
は
、
日
本
現
代

美
術
に
つ
い
て
、
連
続
講
演
を

三
週
間
ほ
ど
行
な
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
の
で
約
二
カ
月
間
滞

や

ユ

セ

ロ

’
110
１

五
周
年
ご
協
力
に
感
謝
″

「
精
神
薄
弱
児
に
対
す
る
正
し
い
理

解
と
愛
情
を
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と

に
県
昭
和
四
十
年
五
月
八
日
に
発
足

し
た
本
運
動
は
、
こ
の
五
月
で
満
五
年

を
迎
え
ま
す
。
誰
に
で
も
年
に
一
度
め

ぐ
り
く
る
誕
生
日
を
機
会
に
、
自
分
が

今
日
あ
る
こ
と
を
感
謝
す
る
と
共
に
、

精
神
薄
弱
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
い
こ

う
。
精
神
薄
弱
問
題
は
、
そ
の
家
族
や

関
係
者
だ
け
の
問
題
で
な
く
て
、
国
民

全
体
の
問
題
と
し
て
取
り
く
ん
で
い
こ

う
と
訴
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
五
年
間

全
国
各
地
は
も
ち
ろ
ん
遠
く
海
外
か
ら

も
多
数
の
あ
た
た
か
い
愛
の
手
が
寄
せ

ら
れ
、
日
一
日
と
着
実
に
発
展
し
て
き

ま
し
た
。
こ
う
し
て
発
展
し
て
き
た
力

は
、
み
な
さ
ま
方
の
筆
舌
に
つ
く
せ
な

い
真
心
こ
も
っ
た
ご
支
援
と
共
に
、
全

国
各
地
に
散
在
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
自
発
的
奉
仕
者
）
の
献
身
的
な
働
き

に
よ
る
も
の
で
す
。

本
運
動
で
は
、
み
な
さ
ま
方
の
五
年

間
の
ご
支
援
に
感
謝
し
、
五
周
年
行
事

の
一
つ
と
し
て
、
左
記
の
展
示
会
を
お

こ
な
い
ま
す
。

○
五
周
年
記
念
の
展
示
会

六
月
四
日
（
木
）
’
六
月
九
日
（
火
）

（
予
定
）

さ
ん
ち
か
三
菱
ホ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

展
示
内
容

○
写
真
展
示
「
あ
る
施
設
収
容
児
の
成

長
を
追
っ
て
」
浜
岡
収
氏
作
品

○
本
運
動
の
五
年
の
あ
ゆ
み

○
精
神
薄
弱
児
の
図
工
、
手
芸
等
の
作

ロ
ｍみ

な
さ
ん
も
、
さ
ん
ち
か
を
ご
散
歩

の
時
は
、
ぜ
ひ
お
た
ち
寄
り
く
だ
さ
い

事
務
局
Ⅱ
神
戸
市
葺
合
区
小
野
柄
通
二

の
五
青
陽
養
護
学
校
内

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
事
務
局

電
話
⑳
一
五
五
九
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一
方
、
最
近
と
み
に
人
気
を

あ
げ
て
い
る
ス
キ
ン
ダ
イ
ビ
ン

グ
の
ク
ラ
ブ
が
星
電
社
三
宮
本

店
内
に
誕
生
す
る
。
躯
’
㈹
才

の
水
泳
の
で
き
る
男
女
で
、
６

月
狸
日
’
８
月
即
日
ま
で
士
．

日
曜
に
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
講
習
が

受
け
ら
れ
る
。
会
費
は
三
千
円

だ
が
潜
水
用
具
は
星
電
社
が
貸

し
て
く
れ
、
潜
水
科
学
協
会
認

定
の
３
級
バ
ッ
ヂ
と
手
帳
が
交

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。サ

マ
ー
レ
ジ
ャ
ー
は
、
流
行

の
水
着
で
ク
ル
ー
ザ
ー
を
走
ら

せ
、
瀬
戸
内
海
の
小
島
で
ス
キ

ン
ダ
イ
ビ
ン
グ
し
て
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
よ
う
／

☆
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ

武
蔵
野
展

さ
る
四
月
六
日
’
十
二
日
神

戸
国
際
会
館
五
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
お
い
て
、
兵
庫
県
内
の
武
蔵

野
美
大
出
身
者
が
〃
ｍ
武
蔵
野

展
″
を
開
い
た
。
会
員
に
は
新

世
紀
美
術
、
一
陽
会
、
二
紀
会

独
立
美
術
な
ど
各
派
の
人
々
が

作
品
を
出
品
し
て
い
る
。

蝋
延
趣
》
》
誕
浄
密
毎
＆

ズラリ並んだ水着美人

ｌ
ｌｌｌ
ｌ

明
石
の
陶
工
と
し
て
、
ま
た

戦
前
か
ら
兵
庫
県
下
の
代
表
的

な
陶
芸
家
と
し
て
著
名
だ
っ
た

故
小
倉
千
尋
（
お
ぐ
ら
・
ち
ひ

ろ
）
氏
の
陶
業
を
し
の
ぶ
本
が

こ
の
ほ
ど
出
版
さ
れ
、
関
係
者

や
陶
磁
器
愛
好
家
た
ち
の
注
目

を
集
め
て
い
る
。
氏
は
明
石
の

旧
家
の
出
身
で
幼
少
の
頃
か
ら

陶
業
に
親
し
む
機
会
が
多
か
っ

た
た
め
、
い
つ
し
か
陶
工
を
志

す
よ
う
に
な
り
、
長
じ
て
か
ら

は
中
国
へ
出
掛
け
て
中
国
の
窯

場
を
遍
歴
し
た
の
ち
、
帰
国
し

て
京
都
で
大
い
に
勉
強
し
た
。

後
年
は
明
石
に
腰
を
据
え
て
制

作
に
は
げ
み
、
昭
和
師
年
他
界

す
る
ま
で
特
異
の
美
し
い
色
紬

（
い
ろ
ぐ
す
り
）
を
使
っ
て
多

く
の
ユ
ニ
ー
ク
な
優
作
を
作
っ

た
。
そ
の
間
帝
展
、
文
展
、
奉

祝
展
、
日
展
な
ど
で
何
回
も
授

賞
し
た
り
、
大
丸
、
三
越
な
ど

で
数
多
く
の
個
展
を
開
い
た
り

し
て
、
声
名
を
馳
せ
た
。
特
に

文
陶
社
を
結
成
し
て
多
く
の
門

下
を
指
導
し
た
地
方
文
化
向
上

の
た
め
の
功
績
も
無
視
で
き
な

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

作
品
と
し
て
は
花
び
ん
、
茶

碗
、
サ
ラ
、
置
物
な
ど
が
多
か

っ
た
が
、
総
じ
て
「
軸
彩
陶
芸
」

と
し
て
の
特
色
を
十
二
分
に
発

揮
し
た
こ
と
が
、
千
尋
陶
芸
の

魅
力
と
な
っ
た
。
昭
和
妬
年
に

商
工
大
臣
か
ら
芸
術
保
存
資
格

者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
。

こ
の
本
は
、
千
尋
窯
後
援
会

有
志
が
編
集
発
行
し
た
も
の
だ

が
、
代
表
的
な
諸
作
の
も
の
と

カ
ラ
ー
写
真
を
ふ
ん
だ
ん
に
の Ｐ

ｇ
梢
や
も

つへだたいうか給はたこいもプるて出キイあ化 , －，つっう給ブいだがの通 ☆

鰯簸議す藻｡ ; 鱗騨悲撫蟻凝誘ｦ 誌ﾌ ﾞ ﾚ ｰ ｷ ｵ ｲ ﾙ はドけ完せソキう起いな，へな事，オ修け、ラるしい童がのキばすオ？れく糾射減らない７
§溌輝聯蕊禦霧織灘亙測醸義蕊川（
議謹嬢難繍識; 瀧灘綴毒鶏華
蕊鯛繊鶴蕊晴鮭嘩熊Ｙ蕪蕊熊綿薙藤蝶蕊之

神
戸
の
街
に
も
夏
が
来
た
。

桜
の
雷
が
開
き
か
け
た
３
月
肥

・
調
日
の
両
日
、
三
宮
ス
イ
ミ

ン
グ
プ
ー
ル
で
ヤ
マ
ハ
と
そ
ご

う
の
共
催
に
よ
る
和
ヤ
マ
ハ
モ

ー
タ
ー
ボ
ー
ト
、
そ
ご
う
水
着

シ
ョ
ー
が
行
な
わ
れ
た
。

会
場
い
つ
ぱ
い
に
展
示
さ
れ

た
色
と
り
ど
り
の
ポ
ー
ト
と
海

浜
テ
ン
ト
を
前
に
し
て
、
五
人

の
モ
デ
ル
が
、
浜
村
淳
さ
ん
の

司
会
で
今
夏
の
水
着
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
を
披
露
。
昼
時
に
集
ま
っ

た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
眼
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
た
。

四
万
五
千
円
の
ポ
ー
ト
か
ら

四
○
五
万
円
ま
で
の
ク
ル
ー
ザ

ー
に
夏
の
気
分
を
満
喫
し
た
。

せ
、
あ
り
し
日
の
陶
業
を
如
実

に
伝
え
る
と
共
に
、
作
者
の
面

影
を
し
の
ぶ
評
論
家
や
知
人
の

一
文
が
添
え
ら
れ
て
内
容
を
豊

か
に
し
て
い
る
。

（
限
定
版
、
一
進
舎
印
刷
Ｋ
Ｋ

刊
、
頒
価
千
円
）

☆
夏
を
呼
ぶ
水
着
と
ボ
ー
ト
と

ス
キ
ン
ダ
イ
ビ
ン
グ

窮銘虎容＆＊

武 蔵野展のメンバ

手
ｑ
、
■
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二
階
が
あ
り
、
天
上
が
ふ
き
抜

け
に
な
っ
て
い
て
、
広
く
感
じ

さ
せ
る
ス
ペ
ー
ス
を
作
り
出
し

て
い
る
。
昼
間
は
テ
ィ
ー
タ
イ

ム
と
し
て
（
コ
ー
ヒ
ー
２
０
０

円
）
明
る
い
落
着
い
た
テ
ィ
ー

ル
ー
ム
。
何
ら
か
の
小
さ
な
発

表
会
を
持
ち
た
い
人
は
昼
間
の

ぞ
い
て
み
る
と
良
い
。
〃
Ｔ
Ｉ

Ｍ
Ｅ
を
演
出
す
る
の
は
あ
な
た

で
す
…
″

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
調
）
５
９
０
７

西
村
功
、
山
田
憲
三
、
太
田
ユ
ー
タ
ン
バ
ー
と
し
て
知
ら
れ
を
提
供
し
よ
う
と
オ
ー
プ
ン
し

昇
、
丸
本
耕
、
上
前
一
雄
、
古
る
〃
Ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
〃
の
姉
妹
た
も
の
。
第
一
一
回
催
し
と
し
て
、

川
清
さ
ん
な
ど
が
力
作
を
そ
る
店
で
、
マ
ス
タ
ー
の
宮
野
輝
親
ジ
ャ
ム
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
な

え
て
い
る
が
、
太
田
氏
は
「
大
氏
は
、
船
上
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
っ
た
が
、
今
後
、
デ
ィ
ス
ク
ジ

阪
、
京
都
は
商
業
ペ
ー
ス
が
あ
い
た
り
リ
ズ
ム
＆
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ヨ
ッ
キ
ー
、
芝
居
、
演
奏
会
、

る
の
で
卒
業
生
で
デ
ザ
イ
ナ
ー
ン
な
ど
た
え
ず
若
者
を
対
象
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
、

に
な
っ
て
い
る
人
が
多
い
で
し
た
企
画
を
た
て
た
り
し
て
い
ど
ん
ど
ん
企
画
し
て
い
き
た
い

す
。
阪
神
間
の
方
は
油
絵
が
多
る
が
、
そ
の
宮
野
氏
が
、
三
宮
と
の
こ
と
。
神
戸
で
ま
だ
、
そ

く
、
一
つ
の
特
色
で
す
ね
。
将
阪
急
西
の
寿
本
舗
を
上
に
上
っ
の
き
ざ
し
を
見
な
い
ア
ン
グ
ラ

来
は
も
っ
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
の
た
と
こ
ろ
、
新
道
賎
西
ビ
ル
地
芝
居
な
ど
も
、
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
・
Ｐ

あ
る
内
容
に
し
て
ゆ
き
た
い
と
階
に
自
由
に
使
え
る
ス
ペ
ー
ス
却
丞
唾
韮
Ｔ
か
ら
と
、
は
り
き

搾
年
睡
掛
》
》
森
睦
補
》
醒
酔
Ｊ
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
：
》
諦
郡
神
秘
酸
跡
峠
唖
や
鍛
審

あ
な
た
で
す
…
…
。
〃

こ
ん
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

で
オ
ー
プ
ン
し
た
、
ス
ナ
ッ
ク

＆
レ
ス
ト
ラ
ン
〃
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
・

Ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
″
で
去
る
３
月

躯
日
、
ナ
オ
・
カ
ジ
ア
ル
の
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン令

＆
旬
畢

こ
の
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
・
Ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｋ

Ｅ
Ｔ
は
、
神
戸
で
初
め
て
の
ジ

シ
ョ
ー
が
開
か
れ
た
。

計時花
神
戸
市
民
あ
げ
て
の
お
祭
的
に
な
っ
て
き
た
。
神
戸
の
カ
ー
ニ
バ
ル
で
も
シ

リ
神
戸
カ
ー
ニ
バ
ル
の
日
が
神
戸
の
年
中
行
事
で
一
番
ン
ポ
ル
の
塔
で
も
建
て
て
お

や
っ
て
き
た
。
人
気
の
あ
る
賑
や
か
な
お
祭
祭
り
の
ご
神
体
で
も
納
め
た

５
月
２
日
が
前
夜
祭
、
５
り
に
な
っ
て
き
た
。
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
さ
し
ず
め

“
蕊
涛
熱
溌

い
よ
い
よ
第
四
回
変
紳
司
塩
睦
秤
恥
唾
哉
呼
匪
椎
琴
油
誕
正
榊
酵
諦
魂
唖
嘩

神
戸
カ
ー
ニ
バ
ル
目
を
迎
え
て
い
よ
い
よ
本
格
岡
本
太
郎
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

月
３
日
が
本
番
の
パ
レ
ー
ド
し
か
し
、
お
祭
り
と
い
つ
〃
未
来
を
創
造
す
る
神
々
〃

が
行
な
わ
れ
る
。
パ
レ
ー
ド
て
も
四
回
目
と
も
な
れ
ば
ど
な
ど
を
お
祭
り
し
て
は
ど
う

に
参
加
す
る
市
民
の
各
チ
ー
ん
ち
ゃ
ん
騒
ぎ
だ
け
で
は
何
だ
ろ
う
。
（
Ｙ
）

☆
コ
ウ
ベ

１
１１２
１

ム
は
準
備
に
一
生
懸
命
だ
。
ん
と
な
く
落
ち
つ
か
な
い
。

神
戸
の
町
に
楽
器
が
響
き
理
屈
好
き
の
人
に
も
納
得
し

歌
声
が
こ
だ
ま
し
て
踊
り
ま
て
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
お
祭

く
る
日
も
近
い
。
り
で
あ
っ
て
ほ
し
い
…
…

ナオ・カジアルのショー風景

ム
ー
ビ
ー
コ
ー
ナ
ー

心

岸

ヂ
Ｐ 「

雨
の
訪
問
者
」

物
語
は
、
地
中
海
に
面
し
た
小
さ
な

避
暑
地
。
夏
も
す
ぎ
て
雨
の
降
り
し
き

る
秋
、
こ
の
町
に
グ
レ
イ
の
レ
イ
ン
コ

ー
ト
を
着
て
赤
い
バ
ッ
グ
を
下
げ
た
男

が
や
っ
て
き
た
。
秋
に
な
っ
て
こ
の
町

に
人
が
訪
れ
て
く
る
こ
と
は
め
っ
た
に

な
か
っ
た
。
メ
ラ
ン
コ
リ
ッ
ク
・
モ
ー

通
称
メ
リ
ー
は
、
雨
の
中
に
じ
っ
と
立

っ
て
い
る
男
を
不
思
議
そ
う
に
な
が
め

た
。
男
も
メ
リ
ー
の
こ
と
を
じ
っ
と
見

て
い
た
．
．
…
・
…

主
演
は
「
さ
ら
ば
友
よ
」
で
地
味
な

鯵
ハ
イ
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
か
ら
そ
の
男
く
さ

い
魅
力
で
一
躍
ス
タ
ー
ダ
ム
に
の
し
上

っ
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ブ
ロ
ン
ソ
ン
と

「
あ
る
日
ア
ン
ヌ
は
」
で
人
気
の
出
た

マ
ル
レ
ー
ヌ
・
ジ
ョ
ベ
ー
ル
。

サ
ス
ペ
ン
ス
映
画
の
最
高
峰
『
太
陽

が
い
っ
ぱ
い
」
を
作
っ
た
名
匠
ル
ネ
・

ク
レ
マ
ン
が
久
々
に
と
り
組
ん
だ
サ
ス

ペ
ン
ス
あ
ふ
れ
る
映
画
が
こ
の
「
雨
の

訪
問
者
」
で
あ
る
。
平
和
な
町
に
訪
れ

た
二
人
の
男
。
彼
等
は
雨
の
中
を
や
っ

て
き
た
。
こ
の
〃
雨
の
訪
問
者
″
が
ま

き
起
し
た
事
件
と
は
？
そ
し
て
事
件
に

ま
き
込
ま
れ
た
女
は
？
ス
リ
リ
ン
グ
な

導
入
部
か
ら
、
息
も
つ
か
せ
ぬ
テ
ン
ポ

で
進
ん
で
い
く
こ
の
映
画
は
パ
リ
で
一

月
に
公
開
さ
れ
、
大
ヒ
ッ
ト
し
た
。
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海
に

消
え
た
男

口
新
連
載
小
説
１

キ
Ⅶ
Ⅱ
ノ
シ
タ
ン
の
墓

小
山
牧
子

え
・
石
阪
春
生

今
凸
始
値

単
調
な
く
り
か
え
し
で
し
か
な
い
波
の
音
は
、
奇
妙
に
孤
独
な

響
き
を
も
ち
、
不
吉
な
予
感
が
覚
め
が
て
の
佳
に
つ
き
つ
け
て
く

る
。ｌ

夢
を
見
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
．
そ
し
て
い
ま
も
、
た
し
か
い

ま
、
わ
た
し
の
耳
に
響
く
波
音
は
、
幻
聴
で
し
か
な
い
は
ず
だ

が
Ｉ目を

閉
じ
た
ま
ま
佳
は
考
え
た
。
あ
の
昨
夜
の
事
件
、
午
前
二

時
の
塩
屋
の
海
近
く
で
起
き
た
事
件
を
夢
と
し
て
片
づ
け
て
し
ま

う
た
め
に
は
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
で
あ
り
す
ぎ

る
。や

が
て
、
佳
の
耳
は
、
暗
い
波
音
を
裂
く
、
母
、
蘭
子
の
鋭
い

叫
び
ご
え
を
聞
い
た
と
思
っ
た
。

「
脇
坂
先
生
Ｉ
シ
／
」

「
セ
ン
セ
ー
ッ
／
」

昨
夜
は
、
海
の
風
が
強
く
吹
き
荒
れ
て
い
た
。
暗
い
海
に
は
、

悪
霊
か
な
に
か
の
よ
う
に
漁
火
が
散
ら
ば
り
、
厚
い
雲
の
か
た
ま

り
が
、
月
の
あ
り
か
を
塗
り
つ
ぶ
し
て
い
た
。

身
体
を
横
た
え
た
ま
ま
、
ナ
イ
ト
・
テ
ー
ブ
ル
か
ら
と
り
あ
げ

た
煙
草
に
灯
を
つ
け
、
紫
色
の
煙
を
天
井
に
む
か
っ
て
吐
息
と
共

に
も
く
つ
か
せ
た
と
き
、
膜
瀧
と
し
て
い
た
佳
の
意
識
の
焦
点
が

定
ま
り
、
昨
夜
の
記
憶
が
鮮
烈
に
よ
み
が
え
っ
た
。

き
の
う
は
、
土
曜
日
だ
っ
た
。
午
後
、
帰
宅
し
た
佳
は
、
自
室

の
ソ
フ
ァ
に
寝
そ
べ
り
、
怠
惰
な
気
分
で
煙
草
ば
か
り
吸
っ
て
い

た
。
若
い
佳
に
は
、
世
の
愛
煙
家
た
ち
が
も
つ
よ
う
な
愛
着
を
、

こ
の
噌
好
品
に
感
じ
る
こ
と
は
な
い
。
が
、
胸
深
く
吸
い
こ
ん
だ

紫
煙
が
、
唇
か
ら
外
界
へ
と
も
く
つ
き
だ
す
と
き
、
青
春
に
つ
き

や
み

②
●

’
1１４
１筒バハ時公
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』
１
ゆ
．

は
い
い
顔
に
な
っ
て
い
て
、
古
典
的
で
日
本
浪
漫
派
の
伝
統
を
受

け
つ
ぐ
す
で
に
一
つ
の
権
威
に
な
っ
て
い
る
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
後

だ
て
も
あ
っ
て
、
こ
の
地
方
都
市
の
神
戸
で
は
、
女
流
歌
人
の
第

一
人
者
で
あ
る
と
の
評
価
を
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
雷
子
が
出
版

し
た
歌
集
の
中
に
、
色
恋
に
つ
い
て
歌
っ
た
も
の
が
多
か
っ
た
と

こ
ろ
か
ら
、
短
歌
に
あ
ま
り
深
い
か
か
わ
り
を
も
た
ぬ
地
方
文
化

人
の
間
で
も
話
題
に
な
り
、
与
謝
野
晶
子
の
再
来
で
あ
る
と
か
、

情
熱
の
歌
人
、
薦
子
な
ど
と
喝
釆
す
る
軽
薄
な
チ
ョ
ウ
チ
ン
持
ち

な
ど
も
い
る
始
末
で
、
四
十
五
才
の
雷
子
は
、
こ
の
二
、
一
一
一
年
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
チ
ッ
ク
な
存
在
に
さ
え
な
っ
て
い
た
。

「
春
暁
さ
ん
の
お
祝
い
の
会
な
ら
、
ケ
イ
も
ぜ
ひ
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
わ
。
覚
え
て
い
る
で
し
ょ
う
。
パ
パ
が
留
守
が
ち
な
家

庭
の
娘
は
可
哀
そ
う
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
よ
く
あ
な
た
と
遊
ん

で
下
さ
っ
た
わ
」

ｌ
あ
の
油
や
水
気
を
し
ぼ
り
つ
く
し
た
よ
う
な
老
人
…
…
。
あ

の
人
な
ら
、
わ
た
し
も
好
き
だ
Ｉ

佳
が
ふ
と
そ
ん
な
ふ
う
に
考
え
た
こ
と
が
い
け
な
か
っ
た
。
そ

れ
に
、
わ
ず
か
ば
か
り
、
母
の
簡
子
に
つ
い
て
の
敵
意
を
ふ
く
ん

だ
好
奇
心
も
手
伝
っ
た
。

そ
れ
で
も
ま
だ
大
儀
そ
う
に
身
を
起
こ
し
、
ブ
ラ
ウ
ス
の
襟
も

と
か
ら
手
を
入
れ
て
胸
の
谷
間
な
ど
を
掻
い
て
い
る
佳
の
わ
ず
か

ば
か
り
心
の
動
い
た
さ
ま
を
、
雷
子
生
来
の
感
の
よ
さ
で
悟
る

と
、「

そ
う
よ
、
ケ
イ
。
ケ
イ
は
春
暁
さ
ん
が
ど
ん
な
に
好
き
だ
っ
た

か
。
い
つ
も
枯
木
の
よ
う
な
春
暁
さ
ん
の
腕
に
ぶ
ら
下
っ
て
、
水

族
館
だ
と
か
遊
園
地
だ
と
か
に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
う
ケ
イ
は
、

楽
し
そ
う
だ
っ
た
わ
。
空
中
ケ
ー
ブ
ル
に
春
暁
さ
ん
と
乗
る
と
、

両
手
を
広
げ
て
歓
声
を
あ
げ
る
幼
い
ケ
イ
と
は
反
対
に
、
春
暁
さ

ん
は
目
を
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
き
つ
く
閉
じ
て
鉄
棒
に
し
が
み

つ
い
て
い
た
わ
ね
え
。
そ
し
て
、
帰
り
は
い
つ
も
春
暁
さ
ん
の
腕

の
中
で
、
正
体
も
な
く
ケ
イ
は
眠
り
こ
ん
で
し
ま
つ
た
も
の
よ
」

蘭
子
が
さ
え
ず
っ
て
い
る
間
に
、
ケ
イ
は
、
は
い
て
い
た
ス
ラ

ッ
ク
ス
は
そ
の
ま
ま
、
裏
皮
の
古
ぼ
け
た
コ
ー
ト
に
腕
を
通
し
た

常
々
、
一
時
間
は
た
っ
ぷ
り
時
間
を
か
け
て
外
出
の
支
度
を
す
る

手
。
い
む

１
１１５
１

も
の
の
渇
仰
と
、
瓦
喋
を
敷
き
つ
め
た
道
を
ど
こ
ま
で
も
歩
い
て

ゆ
く
の
に
似
た
違
和
感
が
、
わ
ず
か
な
が
ら
癒
や
さ
れ
る
よ
う
に

佳
は
感
じ
る
の
で
あ
る
。

雷
子
が
入
っ
て
き
た
と
き
、
佳
の
部
屋
は
寝
そ
べ
っ
た
若
い
女

の
体
臭
と
、
煙
草
の
煙
で
、
場
末
の
喫
茶
店
の
よ
う
な
雰
囲
気
を

た
だ
よ
わ
せ
て
い
た
。

「
サ
タ
デ
ィ
・
ナ
イ
ト
だ
と
い
う
の
に
…
…
」

外
出
の
支
度
を
と
と
の
え
た
蘭
子
は
、
神
経
質
に
手
袋
の
ボ
タ

ン
を
た
し
か
め
な
が
ら
い
う
。

ｌ
そ
れ
が
ど
う
し
た
と
い
う
の
だ
Ｉ

佳
は
、
こ
と
さ
ら
に
不
良
っ
ぽ
く
腕
を
の
ば
し
、
灰
皿
の
へ
り

で
煙
草
を
も
み
消
し
な
が
ら
、

「
お
出
掛
け
な
の
？
毎
日
お
い
そ
が
し
い
こ
と
ね
え
」

乾
い
た
唇
に
ふ
さ
わ
し
い
ト
ゲ
の
あ
る
言
葉
で
い
っ
た
も
の
だ

っ
た
。簡

子
は
、
理
由
も
な
し
に
す
さ
ん
で
ゆ
く
娘
の
心
を
そ
の
ま
ま

に
し
て
出
掛
け
る
こ
と
も
で
き
か
ね
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
そ
う
…
…
。
あ
な
た
も
一
緒
に
ど
う
？
」

「
ノ
オ
。
サ
ン
キ
ュ
ー
」

に
べ
も
な
く
拒
む
佳
に
、

「
だ
っ
て
ケ
イ
、
垂
水
の
寺
田
春
暁
さ
ん
が
、
今
度
、
赤
入
賞
を

お
受
け
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
お
祝
い
の
会
が
今
夜
な
の
。

春
暁
さ
ん
に
は
、
あ
な
た
も
小
さ
い
と
き
か
ら
よ
く
可
愛
が
っ
て

い
た
だ
い
た
で
し
ょ
う
」

「
春
暁
さ
ん
が
赤
人
賞
？
」

「
え
え
。
だ
か
ら
今
夜
は
、
な
に
を
お
い
て
も
駆
け
つ
け
な
く
て

わ
」母

の
簡
子
は
、
二
十
才
代
の
は
じ
め
に
短
歌
に
凝
り
は
じ
め
、

す
で
に
一
一
十
年
以
上
が
た
つ
。
東
京
に
本
部
を
お
く
日
本
で
も

二
、
三
番
目
に
大
き
な
組
織
を
も
つ
短
歌
グ
ル
ー
プ
の
同
人
で
、

四
、
五
年
前
に
、
外
国
航
路
の
船
長
を
つ
と
め
る
夫
の
一
期
の
ボ

ー
ナ
ス
全
部
を
注
ぎ
こ
ん
で
豪
華
な
歌
集
を
出
版
し
た
。
で
、
雷

子
は
、
才
能
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
豪
華
な
自
費
出
版
の
歌
集
を

も
つ
と
い
う
実
績
の
た
め
に
、
彼
女
の
属
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
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さ
り
げ
な
く
身
を
か
わ
す
簡
子
に
は
、
若
い
娘
が
射
こ
む
ト
ゲ

な
ど
に
は
傷
つ
か
ぬ
年
齢
か
ら
く
る
表
皮
の
厚
さ
と
、
さ
ら
に
世

に
み
と
め
ら
れ
は
じ
め
た
女
特
有
の
ゆ
と
り
が
感
じ
ら
れ
る
。

が
、
そ
ん
な
蘭
子
に
、
佳
の
敵
意
は
な
え
る
こ
と
が
な
い
。

大
体
、
佳
は
生
ま
れ
て
こ
の
か
た
、
春
暁
老
人
を
の
ぞ
い
て
は

蘭
子
た
ち
の
仲
間
で
あ
る
短
歌
を
ひ
ね
く
る
連
中
に
好
感
を
も
っ

た
こ
と
が
な
い
。
父
が
留
守
が
ち
で
あ
っ
た
た
め
に
、
も
の
心
つ

い
た
と
き
か
ら
母
の
世
界
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
短
歌
の
世
界
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
世
界
に
な
じ
み
す
ぎ
た
佳
で
あ
る
が
、
若
い
佳
に

は
、
彼
等
の
醜
さ
が
い
や
と
い
う
ほ
ど
目
に
つ
い
た
。
人
生
の
苦

し
み
に
く
だ
か
れ
、
堪
え
ね
ば
な
ら
ぬ
日
常
生
活
の
苛
酷
さ
か
ら

逃
避
し
た
分
だ
け
歌
の
世
界
に
お
ぼ
れ
込
み
、
そ
の
小
さ
な
世
界

の
中
で
の
名
声
と
人
々
の
賞
讃
を
ほ
し
が
る
関
心
乞
食
た
ち
の
群

れ
。
そ
れ
は
ど
の
世
界
に
も
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
け
れ
ど
人
間
の
弱

さ
を
醜
さ
と
し
か
受
け
と
れ
ぬ
年
若
で
未
熟
な
佳
に
と
っ
て
は
、

彼
等
の
仲
間
た
ち
の
中
で
も
、
母
の
蘭
子
は
、
も
っ
と
も
あ
さ
ま

し
い
存
在
で
あ
っ
た
。

蘭
子
は
、
四
、
六
時
中
、
同
じ
短
歌
仲
間
で
あ
る
男
た
ち
と
の

特
別
な
交
情
を
噂
さ
れ
て
い
る
。
私
生
活
の
や
や
こ
し
さ
が
、
情

Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｐ

鞠
‐費

、鎮青､、句

ｒ
Ｌ

,

ｼ゙ル
織撫

、リ
ク

”

分；

１ｌ
ｂ

、＃Ｗ
％

蘭
子
と
く
ら
べ
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
無
造
作
な
身
ご
し
ら
え
で

あ
る
。

「
ま
、
ケ
イ
。
そ
の
ま
ま
で
ゆ
く
の
？
今
夜
は
、
す
ば
ら
し
い
人

が
た
く
さ
ん
来
ら
れ
る
の
に
」

興
ざ
め
顔
の
簡
子
に
、

「
気
に
す
る
こ
と
な
い
わ
よ
、
マ
マ
」

「
だ
っ
て
、
母
親
の
わ
た
し
が
恥
ず
か
し
い
の
よ
・
ね
え
、
ケ

イ
。
わ
た
し
の
身
に
も
な
っ
て
」

佳
は
、
盛
装
し
た
簡
子
に
近
ず
き
、
蘭
子
の
頭
の
先
か
ら
足
先

ま
で
、
悪
意
の
あ
る
視
線
を
は
し
ら
せ
た
。

「
い
い
じ
ゃ
な
い
、
マ
マ
。
い
つ
だ
っ
て
、
マ
マ
は
自
分
一
人
が

輝
い
て
い
れ
ば
満
足
な
ん
だ
か
ら
」

佳
の
語
調
は
、
急
に
郷
捻
的
に
な
っ
た
。

「
き
ょ
う
の
マ
マ
も
十
分
に
お
美
し
い
わ
・
二
十
三
才
の
娘
で
あ

る
わ
た
し
が
ま
る
で
妹
に
見
え
る
ほ
ど
若
々
し
い
し
、
生
気
に
み

ち
て
い
る
わ
。
だ
か
ら
、
今
夜
も
ま
た
、
み
ん
な
の
関
心
は
マ
マ

一
人
に
集
ま
る
は
ず
よ
」

語
尾
の
ふ
る
え
を
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
な
笑
い
で
か
く
す
佳
に
、

「
相
変
わ
ら
ず
意
地
が
悪
い
の
ね
え
」

''１

、

Ｉ
／
や1 ､ I W O く件k ﾊ

ヂ

１
１１６
１

屯､

、
、
、
巳
凹

､

ﾛ 、唖
０
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、
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オール関西
５月号予告
了建

■万国博特集
･ 万博ルポ対談
会田雄次一木村重信
・万国博総点検
パビリオン・施設を総点検
する〃

■グラビア特集
・万国博レストランお国ぶり
・万国博モード・カレンダー
・万国博スター

■特別インタビュー
・神戸市長・宮崎辰雄氏
ミ神戸を日本一住み良い理想
的な町にご

■サンプラザ座談会
藤原正善伊東武彦山田六郎
衣笠悦三横田雄彦中内力
平松喜一近藤常吉

■神戸カーニバル特集
座談会ご万国博の理念と楽し

さを神戸に〃
蛍夢と光と音楽ご神戸
カーニバル

貝原六一田中建一郎アウシオネ
・シャビエル藤塚満タリング・
シン・ワス李珠栄山脇陽三
永野奏輝酒井ゆかり野崎謙二
好胤対話観世喜之一高田好胤
廼創作「生と死の間」
真下五一絵・青木一夫

で
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
こ
の
神
戸
の
街
で
は
、
あ
な
た
の
右

に
出
る
女
の
人
は
あ
り
ま
せ
ん
」

そ
の
鏡
の
役
割
り
を
果
た
す
の
が
、
蘭
子
に
と
っ
て
は
短
歌
の

世
界
で
あ
り
、
情
熱
の
女
流
歌
人
と
い
う
評
価
で
あ
っ
た
。

ｌ
わ
た
し
は
何
も
、
大
き
ら
い
な
短
歌
仲
間
の
集
ま
り
に
な
ど

行
き
た
く
は
な
い
。
だ
け
ど
、
私
は
い
つ
も
パ
パ
の
味
方
だ
。
ふ

み
つ
け
に
さ
れ
な
が
ら
一
生
懸
命
に
働
ら
い
て
い
る
パ
パ
に
か
わ

っ
て
こ
の
不
遜
癒
女
を
凝
視
し
て
や
ら
ね
ば
癒
ら
な
い
ｌ

そ
う
心
に
き
め
た
こ
と
が
、
そ
の
夜
の
と
ん
で
も
な
い
事
件
に

佳
を
立
会
わ
せ
る
結
果
に
な
っ
た
。

そ
れ
で
も
表
面
は
快
活
に
、
鼻
唄
な
ど
う
た
い
な
が
ら
、
佳
が

門
か
ら
戸
外
に
駆
け
だ
し
た
と
き
、
通
り
に
人
待
ち
顔
の
タ
ク
シ

ー
が
止
ま
っ
て
い
た
。
車
内
を
の
ぞ
き
こ
ん
だ
佳
は
、
一
瞬
、
呪

誼
を
胸
一
杯
に
充
填
し
た
魔
女
の
よ
う
に
つ
ぶ
や
い
た
。

「
脇
坂
…
…
紫
峰
：
…
．
」

や
が
て
、
佳
の
後
か
ら
さ
わ
さ
わ
と
衣
ず
れ
の
音
を
た
て
て
車

に
近
づ
い
た
闇
子
が
、
車
中
の
男
に
若
や
い
だ
声
を
か
け
た
。

「
先
生
、
お
待
ち
に
な
っ
て
？
」

「
い
や
…
…
」

紫
峰
の
サ
ビ
を
ふ
く
ん
だ
声
が
答
え
、
母
娘
を
車
内
に
す
く
い

こ
ん
だ
車
は
、
す
ぐ
に
西
を
さ
し
て
走
り
は
じ
め
た
。
（
続
く
）

117

熱
の
歌
人
と
評
さ
れ
る
雷
子
の
作
品
に
豊
か
さ
を
与
え
て
い
る
か

も
知
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
娘
で
あ
る
佳
の
目
に
は
、
そ
の
噂
と

は
う
ら
は
ら
な
、
簡
子
の
冷
た
さ
だ
け
が
目
立
っ
た
。
遠
洋
航
路

を
終
え
て
久
し
ぶ
り
に
帰
っ
て
き
た
父
を
迎
え
る
と
き
の
簡
子
の

仮
面
の
よ
う
に
動
か
ぬ
表
情
。
そ
の
冷
た
い
貌
が
、
他
の
男
た
ち

に
む
き
あ
っ
た
と
き
だ
け
な
ど
む
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。

佳
か
ら
見
る
と
、
蘭
子
の
周
囲
を
常
に
に
ぎ
わ
し
て
い
る
情
事

の
数
々
は
、
ど
の
よ
う
な
手
段
に
よ
っ
て
で
も
話
題
に
な
る
こ
と

を
す
べ
て
よ
し
と
す
る
蘭
子
の
作
為
で
あ
る
と
し
か
思
え
な
い
。

ｌ
マ
マ
の
表
情
が
葱
ご
む
の
は
、
自
分
を
映
す
鏡
に
む
き
あ
っ

た
と
き
だ
け
だ
Ｉ

簡
子
が
他
者
に
む
き
あ
う
と
き
よ
り
も
、
さ
ら
に
冷
た
い
目

で
、
佳
は
簡
子
を
見
て
い
る
。

Ｉ
鏡
よ
、
鏡
．
世
界
で
一
番
美
し
い
女
は
、
だ
れ
だ
か
い
っ
て

お
く
れ
ｌ

毎
日
、
執
勤
に
同
じ
こ
と
を
問
い
続
け
、
あ
き
る
こ
と
の
な
い

ナ
ル
シ
ズ
ム
の
極
地
を
生
き
る
蘭
子
。
が
、
白
雪
姫
の
継
母
と
鏡

の
関
係
と
は
こ
と
な
り
、
簡
子
の
鏡
は
、
決
し
て
娘
で
あ
る
佳
の

名
を
蘭
子
に
美
し
い
と
告
げ
る
こ
と
は
な
い
。
い
つ
も
蘭
子
ひ
と

り
を
指
さ
し
、

「
あ
な
た
で
す
よ
、
奥
さ
ん
。
あ
な
た
が
一
番
美
し
い
。
世
男
中

⑪
。
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＄

' 6 9 神戸カーニバルの神戸ドレメチーム

☆☆☆☆１９７０☆☆☆☆

ＫＯＢＥ
ＣＡＲＮＡＶＡＬ

■

水
前
で
の
水
着
シ
ョ
ー
が
行
な
わ
れ

る
。
審
査
員
を
前
に
し
て
若
さ
は
ち
き

れ
る
ミ
ス
カ
ー
ニ
バ
ル
の
コ
ン
テ
ス
ト

は
、
前
夜
祭
に
集
う
人
々
を
魅
了
す
る

こ
と
だ
ろ
う
。

午
後
一
時
か
ら
は
例
年
通
り
の
「
神

一
戸
う
ま
い
も
ん
」
が
各
店
舗
を
出
し
、

健
康
な
味
覚
を
満
足
さ
せ
る
。
続
く
ア

マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
大
会
は
、
こ
の
日
の

た
め
に
鍛
え
て
い
る
神
戸
ア
マ
チ
ュ
ア

界
の
水
準
を
知
ら
さ
れ
る
こ
と
だ
。

三
日
（
日
）
に
は
正
午
か
ら
神
戸
カ

ー
ー
ー
バ
ル
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
広

場
全
体
を
ゴ
ー
ゴ
ー
で
埋
め
、
フ
ィ
ナ

ー
レ
の
サ
ン
バ
で
本
場
ブ
ラ
ジ
ル
の
カ

ー
ニ
バ
ル
を
想
わ
せ
る
盛
り
上
が
り
だ

☆
万
博
ホ
ス
テ
ス
に
ワ
ン
ダ
フ
ル
／

パ
レ
ー
ド
は
歌
と
踊
り
で
ハ
ッ
ス
ル

神
戸
カ
ー
ニ
バ
ル
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
は
、
参
加
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る

と
駆
け
つ
け
た
出
団
体
、
四
千
人
が
く

り
だ
す
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
い
っ
ぱ
い
の

パ
レ
ー
ド
だ
。
万
博
マ
ー
チ
に
乗
っ
て

Ｐ
目
ダ
ダ

' 6 9 神戸カーニバルの二紀会チーム

☆
街
を
彩
る
豊
か
な
国
際
色

空
の
青
さ
だ
け
が
五
月
を
決
め
る
わ

け
で
は
な
い
、
香
り
た
か
い
潮
風
に
映

え
る
第
四
回
神
戸
カ
ー
ー
ー
バ
ル
、
こ
れ

が
神
戸
の
街
の
五
月
を
あ
ら
わ
す
。

神
戸
カ
ー
ニ
バ
ル
に
生
き
る
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
和
。
こ
れ
が
今
年
の
カ
ー
ニ
バ
ル
の

み
ど
こ
ろ
で
も
あ
る
。
街
の
花
壇
と
ビ

ル
の
谷
間
に
件
む
エ
ト
ラ
ン
ゼ
の
カ
ッ

プ
ル
が
、
色
と
笑
い
と
音
楽
に
た
え
き

れ
ず
パ
レ
ー
ド
の
踊
り
に
参
加
す
る
。

神
戸
を
生
か
す
カ
ー
ー
ー
バ
ル
、
エ
キ

ス
張
心
を
超
え
る
人
間
の
交
歓
、
五
月

二
日
、
三
日
の
両
日
は
、
神
戸
市
民
一

三
○
万
の
祭
典
で
あ
る
。

☆
カ
ッ
コ
イ
イ
／
・
ミ
ス
カ
ー
ニ
バ
ル

青
年
広
場
の
若
さ
溢
れ
る
前
夜
祭

五
月
二
日
（
土
）
は
若
人
の
交
歓
の

場
。
歌
と
踊
り
を
中
心
に
し
た
若
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
ぶ
つ
け
る
前
夜
祭
が
楽
し

い
。
何
と
い
っ
て
も
圧
巻
は
ミ
ス
カ
ー

ー
ー
パ
ル
の
選
出
だ
。
一
次
選
考
を
済
ま

し
た
美
女
数
十
名
が
、
東
遊
園
地
の
噴

１
１１８
１
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曾
早
‐

１
１１９
１

神戸カーニバル☆会場案内図
〃
０
１
、 Ｌ国際会館

五
○
人
の
統
制
と
れ
た
リ
ズ
ム
感
、
昨

年
度
最
優
秀
賞
の
韓
国
の
あ
で
や
か
な

舞
。
強
烈
な
太
陽
の
サ
ン
バ
を
テ
ー
マ

の
ブ
ラ
ジ
ル
領
事
館
と
月
刊
神
戸
っ
子

チ
ー
ム
、
万
博
会
場
か
ら
直
接
か
け
つ

け
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
踊
り
子
た
ち
の
パ

ン
ブ
ー
ダ
ン
ス
。
民
族
衣
裳
の
イ
ン
ド

の
婦
人
た
ち
、
婦
人
団
体
の
描
く
民
踊

の
絵
模
様
、
阿
波
踊
り
、
こ
れ
ら
が
、

神
戸
の
街
々
を
飾
る
芸
術
広
場
の
壁
画

と
、
子
供
広
場
で
の
夢
と
笑
い
の
イ
メ

ー
ジ
の
中
で
、
パ
レ
ー
ド
は
陽
の
沈
む

頃
、
東
遊
園
地
に
流
れ
解
散
と
な
る
。

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
■
ｌ
２
Ｉ
６
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
１
１
Ｉ
－

' 6 9 神戸カーニバルの神戸っ子とブラジル領事館

行
進
す
る
万
博
ホ
ス
テ
ス
は
巧
力
国
、

蛤
パ
ビ
リ
オ
ン
か
ら
国
際
色
を
豊
か
に

神
戸
の
街
を
飾
っ
て
く
れ
る
。
日
本
館

鉄
鋼
館
、
カ
ナ
ダ
に
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
：
…
・
・
神
戸
な
ら
で
は
の
エ

ト
ラ
ン
ゼ
と
の
交
歓
に
、
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
オ
オ
・
ワ
ン
ダ
フ
ル
の
掛
け
声
。

昨
年
と
異
な
り
、
京
町
筋
の
東
京
銀

行
前
か
ら
北
上
し
、
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

を
東
遊
園
地
に
流
れ
る
コ
ー
ス
は
、
リ

ズ
ム
と
踊
り
と
笑
い
を
テ
ー
マ
に
し
た

各
団
体
の
あ
ら
わ
れ
る
の
を
待
つ
二
十

万
人
の
人
出
で
賑
わ
う
。

今
回
初
参
加
の
Ｐ
Ｌ
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
六

迂
守

ワ
ロ
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①

■

壬

Ｐ

，農‘ダ
豊

霧議

Ｍ侭Ｋｅｎｔ

ｃａｍｅｔｏＫｏｂｅ
流行に左右されない
本来のオシャレ
それがK e n t です
シックな
スコッチ風の店舗
それがFu n a k I y aです

軍ｅｍｔｓｈｏｐ

園圃圏K E。
元町３ＴＥＬ< 3 3 > 3 6 1 7

高級紳士服専門店

神戸テーラー

さんちかメンズタウンＴＥＬ⑲0 3 8 8
生田区北長狭通2 (阪急西口）ＴＥＬ⑬2 8 1 7 . 3 1 7 3

ハイセンスの紳士服で最高のおしゃれをノ

三恵洋服店
元町４丁目ＴＥＬ⑭７２９０

額橡絵画・洋画材料
室内工芸品

末積譲 額
三宮・大丸北
トア・ロード
⑳1 3 0 9 . 6 2 3 4
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－－オリジナル凡

安福又四郎商店酸

サイズ

美しさを保つ
スポーツに

美容に
科学が生んだ

コンタクトレンズ
日本コンタクトレンズ協会会員

国際コンタクトレンズ研究所
神戸市葺合区御幸通八丁自九ノー（三宮駅前）
神戸国際会館内ＴＥＬ（2 2 ）8 1 6 1 . （2 3 ）２５７０

くつ甲美術品とアクセサリーの専門店

太田龍甲店新装開店
元町４丁目ＴＥＬ⑳６１９５

草履新発売

清酒典黒黒宗

&－

確実正札完全冷暖房
静かに品選びの出来る店

神戸三宮センター街ＴＥＬ（3 9 ）０２５６

F』

■

、

酒
徒
な
れ
ば

だ
れ
も
が
選
ぶ

灘
の
生
一
本

大
黒
正
宗

古い老舗に諭しい遣ら'ズ
露物の山下

＆

創蕊鯛瀧十鯛
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田

■ Ｌ－ ｰ ノノノレ

TEL(078)３９．８８１

イお

《ｉｆす
らし

生田筋･ 岸ビル地階ＴＥＬ3 3 - 4 6 3 7

や
っ
ぱ
り
う
ま
い

む
さ
し
の
と
ん
か
つ

ｸ 琴ﾑ ｰ ﾙ

本
店
大
丸
前
・
三
宮
神
社
東

Ｔ
Ｅ
Ｌ
⑬
５
７
７
２

５
６
７
４

（
毎
週
水
曜
日
休
み
）

支
店
さ
ん
ち
か
味
の
の
れ
ん
街

Ｔ
Ｅ
Ｌ
⑲
５
２
３
３

特
涌

122

感
薮
》

で
ん
わ
．
詔
’
三
七
七
一

羽
’
○
六
三
四

鋼
’
○
六
三
五

生田区北長狭通１丁目２５－１
生田新道ビル地階

営業時間
Ａ, Ｍ、１１．３０～Ｐ. Ｍ、９．
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三宮農業会館北東洋ビル地下
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生田区中山手通１丁目1 1 1
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三宮農業会館西筋を5 0 ｍ北上すると東洋ピルがある。スタンド「桂」は
その地階のプティットなスタンド。ソフトな音楽に、壁にかかった千原三
郎のフランスの教会風景とマルセーユの港風景がしゃれている。透明なコ
ードペンダントがレンガと焦茶の壁をほのかにてらすシックな店。４月，
日にオープンしたばかりだが、ママの辻桂子さんの大らかなおっとりとし
た人柄を反映して、落ちついた雰囲気。せいぜい７，８人という席だけど
楽しくお酒を味わえるのがいい。
バツグンに美味しいスープは、ママの手作りの味で、ボルシチやセロリ

スープなどバラエティーにとんでいる。
客層はドクターやビジネスマンが多く、初めてお店を出したママに、ア
ドバイスをしたり、素人っぽい家庭的なムードを楽しんでいる。
ビール2 0 0 円、水割り3 5 0 円。午後６時～１２時迄。

☆神戸の春はフラワーに始まり、神戸の夜は「ジャルダン」で憩いが始
まる。三宮生田新道の大陸飯店を北に上がると左手、トントンと階段を
昇りつめればクラブ「ジャルダン」の花園が待っている。
カウンターで粋なバーテンさんを相手にするもよし、ボックスで気楽

にグラスを傾むけるもよし、またギターに合わせて歌うもよし、日頃の
ウサもふつきれる楽しい花園だ。きれいな花に囲まれて飲む酒も酔いを
誘う。
マスターの岩戸秀能さんことガンちゃんのキップの良さが店に反映し

て、さわやかなクラブとなっている。
神戸を訪れる人の多い昨今、さあこんなクラブが神戸にもあるのです
と気楽に誘い連れてこられる安心な店だ。ガンちゃんと親しくなるほど
に店の良さが分るというから、得なマスターである。
午後６時から午後1 2 時まで。

…蚤号“。｜

:口百偽，一二神社東
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